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第 １ １ Ａ － １ １ ２ 号  
２０１１年１０月２８日 

平成２４年３月期 第２四半期決算および通期業績予想について 
 

ＡＮＡグループでは、本日１０月２８日（金）、平成２４年３月期 第２四半期決算の概況を取りまとめま

した。詳細は別添の「平成２４年３月期 第２四半期決算短信」をご参照ください。 
 
１．平成２４年３月期 第２四半期の連結経営成績 

（１）連結経営成績（連結子会社６３社、持分法適用会社２２社） 
①概況 

・ わが国経済は、本年３月１１日に発生した東日本大震災の影響により、依然として厳し

い状況にある中で、引き続き持ち直してはおりますが、海外景気の下振れ懸念や原油

価格の高騰、為替・株価の変動等により先行きは不透明な状況となっております。 
・ このような経済情勢の中、震災の影響を最小限にとどめるべく、需要喚起に努めるとと

もに、通期で３００億円程度の緊急収支改善策を展開し、収支に与える影響を極小化し

ております。 
・ ８月３１日にエアアジア・ジャパン（株）を設立、９月２６日にボーイング７８７型機を受 

領し、１１月１日の定期便就航の準備を進める等、確実な事業戦略を遂行しています。 

第２四半期の連結経営成績は、営業収入が７，０４８億円に増収、営業利益が５０１億円、経

常利益は３７５億円となり、当期純利益は２２８億円と増益となりました。 
            

単位：億円（増減率を除き、単位未満は切り捨て） 

【連結経営成績】 平成２４年３月期 
第２四半期累計期間 

平成２３年３月期 
第２四半期累計期間 増減 増減率(%)※１ 

営 業 収 入 ７，０４８ ６，８４１ ２０６ ３．０ 
営 業 費 用 ６，５４７ ６，２７３ ２７３ ４．４ 
営 業 利 益  ５０１   ５６８ ▲ ６６ ▲ １１．８ 
営 業 外 損 益 ▲ １２５ ▲ １１３ ▲ １２ ――― 
経 常 利 益 ３７５   ４５５ ▲ ７９ ▲ １７．４ 
特 別 損 益 ６     ▲ １４１ １４８ ――― 
当 期 純 利 益 ２２８  １３２ ９５     ７２．１ 

※１ 前年同期との比較による増減率を示しています。 
単位：億円（単位未満は切り捨て）   

平成２４年３月期 
第２四半期累計期間 

平成２３年３月期 
第２四半期累計期間 増減 

【セグメント情報】 
売上高 営業利益※２ 売上高 営業利益※２ 売上高 営業利益 

航 空 運 送 事 業 ６，３１０ ４５７ ６，１１７ ５１４ １９２ ▲５７ 
旅 行 事 業 ７８４ １９ ８５０ ２６ ▲６５ ▲ ７ 
そ の 他 ６７７ ２１ ６８３ ２５ ▲ ５ ▲ ３ 

※２ 各事業における営業利益はセグメント利益に該当します。 
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②国内線旅客事業 
・ 震災影響により需要が大きく減退しましたが、ビジネス需要は４月より回復に転じ、６月

以降前年同期並みの水準で推移しております。一方、プレジャー需要は、未だ本格的

な回復には至っていない状況です。 
・ 震災直後の大幅な需要減退に対応する為、定期便の一部減便や多くの路線において

機材の小型化を実施するとともに、旧盆期間を中心に需要の多い羽田＝札幌・沖縄線

を中心に臨時便を設定し、需給適合を推進しました。 
・ プレジャー需要喚起を目的とした週末限定の新運賃「週末割引」の設定、「スーパー旅

割」等の値下げ、旧盆期間の「旅割」設定の拡大等、需要獲得に努めました。 

結果として、国内線旅客収入は４７億円（前年同期比１．４％減）の減収となりました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国内線旅客事業】 平成２４年３月期 
第２四半期累計期間 

平成２３年３月期 
第２四半期累計期間 増減 増減率(%) 

売上高（億円） ３，２７８ ３，３２５ ▲   ４７ ▲ １．４ 
旅客数（千人） １９，２１７ ２０，９５７ ▲１，７４０ ▲ ８．３ 
座席キロ（百万座席キロ） ２８，４０８ ２８，３９８ ９ ０．０ 
旅客キロ（百万人キロ） １７，０５３ １８，６３２ ▲１，５７８ ▲ ８．５ 
利用率（％） ６０．０ ６５．６ ▲  ５．６ ――― 

 

 
③国際線旅客事業  

・ 震災影響により需要が大きく減退しましたが、４月中旬頃から回復に転じ、ビジネス需

要が牽引し、６月にはほぼ震災前の水準に回復しました。日本発プレジャー需要も７月

以降は堅調に推移していますが、海外発訪日需要の回復には時間を要しています。 
・ 震災による需要減への対応として運休していた成田＝ソウル（仁川）線、および減便し

ていた成田＝北京線を７月１日より再開・復便した他、成田＝ホノルル線等、需要の旺

盛な路線については機材を大型化し、需給適合を推進しました。 
・ 夏場のプレジャー需要獲得を目的とした「エコ割サマースペシャル」・「エコ割ユース」を

発売するとともに、震災影響が大きい訪日需要に対しては、各地域の政府・業界団体・

メディア等の視察旅行を積極的に誘致する等、訪日イメージ回復に向けた活動が奏功

し、需要は緩やかに回復を続けております。 

結果として、国際線旅客収入は１７７億円（前年同期比１２.５％増）の増収となりました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国際線旅客事業】 平成２４年３月期 
第２四半期累計期間 

平成２３年３月期 
第２四半期累計期間 増減 増減率(%) 

売上高（億円） １，５９６ １，４１８ １７７ １２．５ 
旅客数（千人） ２，８４０ ２，６０１ ２３９ ９．２ 
座席キロ（百万座席キロ） １６，９１９ １３，９２５ ２，９９３ ２１．５ 
旅客キロ（百万人キロ） １２，２０４ １１，０２５ １，１７９ １０．７ 
利用率（％）           ７２．１ ７９．２ ▲７．０ ――― 
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④貨物事業 
・ 国内線貨物は、震災影響のもと北海道路線を中心とした陸送からの代替需要が発生し

たこと等により、輸送重量は前年同期実績を上回りました。 
・ 国際線貨物は、震災による自動車部品等のサプライチェーンへの影響により航空貨物

輸送全般の需要減が懸念されましたが、当初予想を上回る生産回復と羽田国際化に

伴う国際線貨物スペースの増加もあり、輸送重量は前年同期実績を上回りました。 

     結果として、国内線貨物収入は８億円（前年同期比５．２％増）の増収、国際線貨物         
収入は４２億円（前年同期比１０．４％増）の増収となりました。 

  （増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【貨物事業】 平成２４年３月期 
第２四半期累計期間 

平成２３年３月期 
第２四半期累計期間 増減 増減率(%) 

売上高（億円） １６４ １５６ ８ ５．２ 
輸送重量（千トン） ２２９ ２１９ ９ ４．４ 

国

内

線 有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ） ２２８ ２１８ ９ ４．４ 
売上高（億円） ４５１ ４０９ ４２ １０．４ 
輸送重量（千トン） ２７７ ２７２ ５ １．９ 

国

際

線 有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ） １，０８１ ９９８ ８２ ８．３ 
 
 

（２）連結財政状態 
①連結財政状態について 

（自己資本比率、Ｄ／Ｅレシオを除き単位未満は切り捨て） 

【連結財政状態】 平成２４年３月期 
第２四半期末 平成２３年３月期末 増減 

総資産（億円） ２０，７７６ １９，２８０ １，４９６ 
自己資本（億円）  （注１）        ５，０９８ ５，２０２ ▲１０４ 
自己資本比率（％） ２４．５          ２７．０ ▲２．４ 
有利子負債残高（億円） （注２） １０，７４３ ９，３８８ １，３５５ 
Ｄ／Ｅレシオ（倍） （注３）          ２．１            １．８ ０．３ 
注１：自己資本は純資産合計から少数株主持分を控除しています。 

注２：有利子負債残高にはオフバランスリース負債は含みません。 

注３：D／E レシオ＝有利子負債残高÷自己資本 

 

②連結キャッシュ・フローの状況 
単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【連結キャッシュ・フローなど】 平成２４年３月期 
第２四半期累計期間 

平成２３年３月期 
第２四半期累計期間 

営業活動によるキャッシュ・フロー ９０４ １，２１３ 

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲１，７１５ ▲１，７８４ 

財務活動によるキャッシュ・フロー １，２６７ １，０２６ 

現金および現金同等物期末残高  ２，４７０ １，９３５ 

減価償却費 ５８４ ５７６ 
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２．通期の見通し 
・ 当第２四半期までの業績は概ね当初計画どおりに推移しておりますが、国内外の景気後退懸

念や為替影響等、当社グループを取り巻く環境は依然、不透明な状況です。 
・ このため、本年７月２９日に発表しました連結業績見通しに比べ、営業収入が１００億円程度減

少する見込みです。 
・ 一方、引き続きコスト削減等に努めることで、減収見込み額と同額の営業費用を削減し、営業利

益・経常利益・当期純利益の見通しは当初発表どおりと致します。 

以上により、連結業績見通しは以下のとおりとなります。 

 単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【平成２４年３月期見通し】 
（連結業績） 今回修正予想 前回発表予想 

（平成２３年７月２９日発表） 

 
増減 

 
前期実績 

（平成２３年３月期） 
増減 

営 業 収 入 １４，０００ １４，１００ ▲ １００ １３，５７６ ４２３ 
営 業 利 益 ７００ ７００ ――― ６７８ ２1 
経 常 利 益 ３６０ ３６０ ――― ３７０ ▲ １０ 
当 期 純 利 益 ２００ ２００ ――― ２３３ ▲ ３３ 

 

以 上 
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